
オートファジーに必須なＡｔｇタンパク質群の構造的基盤

Isolation membrane

Human Atg4B

Atg8

Plant Atg12b

Atg12‐Atg5‐Atg16N complex

Human Atg4B‐LC3
complex

Atg6

Atg3

Atg7

ApAtg7

LC3

Atg16
ABD

Atg8‐Atg19AIM
complex

Atg19
CCD

Selective cargo
KmAtg10

Atg8
結合系

Atg12結合系

オートファジーのAtg8, Atg12結合系に含まれるすべての蛋白質の構造を

決定した。それぞれ従来のユビキチン系の蛋白質とは類似性は低く、オー
トファジーは独自の系を形成していることが分かった。複合体の構造を決定
するとともに、結合体形成の機構を明らかにした。
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【新規膜電位センサー蛋白群の構造と機能の解明】
細胞内のH+を細胞外へ輸送することにより細胞内外の電荷のバランスを調
節して活性酸素産生を維持し、同時に活性酸素の原料となるH+を供給する
のが、電位依存性H+チャネルである。 電位依存性H+チャネルが2量体に会
合する領域を同定し、その原子構造を決定した。決定された構造は2量体コ

イルドコイル構造を呈しており、併せて行ったタンパク質の温度特性の解析
と電気生理学的機能解析から、このコイルドコイル領域の熱安定性がチャネ
ル機能の温度特性を決めるものであることを明らかにした。
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ナノ体温センサーの構造解明
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イオンチャネルの新たな制御機構の解明：貪食能に関
わる水素イオンチャネルのコイルドコイルの構造
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ターゲットタンパク研究：「基本的生命の解明」分野

【オートファジーに「必須なAtgタンパク質群の構造的基盤】

II. ターゲットタンパク研究 「II-① 基本的生命の解明」分野の成果の例②


